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研究成果の概要（和文） 
本研究は、BIM（Building Information Modeling）を活用した環境配慮型設計において、CFD (Computational 
Fluid Dynamics) による風環境シミュレーション値と実測値との比較検証を行うことにより、知見および課題
を明らかにすることを目的としている。東京電機大学千葉キャンパス校舎の外部空間を対象として BIM モデル
を作成し、風環境シミュレーションおよび実測を行い、シミュレーション値と実測値との差異を確認した。そ
れらの差異について分析し、どのようにすればその差が埋まるのか、BIM モデルの仕様や風環境シミュレーシ
ョンの適用方法にさかのぼって検討した。 
 
研究成果の概要（英文） 
This research aims to obtain knowledge for BIM based design by comparing the CFD simulation and the 
actual measurement value, and to establish more accountable design method which is not solely relying on 
experience and intuition. We first created a BIM model for the external space of the Tokyo Denki 
University Chiba campus buildings, and then apply CFD simulation. Actual wind measurements are made 
on the several points simultaneously. The difference between the simulation and the actual measurement 
value were analyzed.  
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1.研究開始当初の背景 
近年、BI M およびシミュレーションソフトフェア
の発達に伴い、環境配慮型の建築設計手法がより一
般化しつつある。中でも C F D 解析は学生や意匠設
計者も積極的に取り入れつつあるシミュレーション
ツールであるものの、解析条件を加えていく際のモ
デルの作りこみ度合いや数式モデルの選択、風速風
向条件や解析範囲など実に様々な選択がある為、多
くの障壁が存在している。環境配慮型の建築設計手
法を一般化させるためにも、CFD 解析値が適切な設
計情報として扱われるための注意点を明確にする必
要がある。 
2.研究の目的 
本研究では、CF D 解析の結果と実測の風速風向
の計測結果との比較を行うことで、建物近傍におけ
る C F D 解析で得られる風の挙動の妥当性を検証す
ることを目的とする。 
3.研究の方法 
本研究ではまず初めに、解析条件となる現地の風
向データを検証する為、気象庁より得られる計測デ
ータと、現地での実測データを比較した。対象地は
千葉県印西市に所在する東京電機大学千葉ニュータ
ウンキャンパスとした。気象庁データは、対象地に
最も近い千葉県佐倉市（風速計高さ 10.4m）のデー
タを参考として用いた。また、実測データは 14 号
館の屋上（地上 28m と三脚 3m の地上 31m）で計
測したものを用いた。実測期間は、平成 30 年 12 月
10 日～ 21 日である。測定機器は、N E T A T M O 
社のN e t a t m o ウェザーステーション風速計モジ
ュールを使用した。 
 次に、CF D 解析値と実測値を比較した。解析条
件の風速風向データは 14 号館屋上での計測データ
を使用し、比較場所は建物近傍の 26 地点とした。
なお、建物周囲 26 地点の実測方法は 2 機の風速計
モジュールを適宜移動させ各点での計測を行い、屋
上での風向風速が近いデータを一群のデータとして
整理した。計測地点は建物からの風の影響を避ける
ため 4m 離れた場所で計測を行い、計測器ごとの距
離は建物長手では 8m スパン、短手では 4m スパン
に計測地点を設けた。 
4.研究成果 
気象庁の観測データだけでは、当該敷地における
風向データとしては不十分であり、現地周辺での卓
越風及び敷地上での風について設計を行う前段階で
の観測が必要であることを確認した（図１）。 
 
図 1 風配図（気象庁データ（点線），実測データ（実
線）左 2018 年 12 月 12 日，右 2018 年 12 月 17 日） 
設計初期段階を前提とした簡易的な正圧・負圧の
状態や正圧内における風速風向の情報には実測との
整合性があることが示されたものの、負圧内では主
に風速において実測と CFD 解析で著しく相違があ
ることを確認した（表１）。 
表 1 実測値と CFD 解析値の比較（北風） 
 
本研究では、CFD 解析においてメッシュの最小ス
パンを風速計の大きさに合わせた 150mm とした
が、計算時間の軽減のためメッシュをさらに粗くで
きると想定できるが今後の課題とする。 
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